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まえがき

子どもたちと接する毎日の学校が、私たちにとって楽しく、取り組みがい
のある場になる、そのための授業づくりの論理を考えたい……このような願
いから本書は編まれた。しかし、学校や教育をめぐる環境は大きく変わり、
子どもたちの世界についてじっくりと時間をかけて理解し、納得のいく授業
をつくろうとしてもその困難さを感じる毎日が続くとの声を耳にすることが
多くなってきた。そのためか、子どもたちの変容を求めるための情報を手に
したいとの志向はますます強くなっているように思われる。授業の成果とい
う答えを出すことに力点が置かれ、つい「そのための指導はこうすべきだ」
という答えのある情報に目が向いてしまう。

教育が子どもの発達を目指すからには、実践の成果に結びつく視点を探る
ことは不可欠だ。しかし、授業で子どもの思考を促進し、考える場をつくる
ことに力を注ぎ、問うこと、考えることを子どもたちに求めるのと同じよう
に、今、授業という営みで何が問われているのか、何を問うべきかを考える
ことが私たちにとっても必要ではなかろうか。

本書が「主体性」とは何か、それを促す授業とは何かという古くて新しい
テーマを掲げているのも、今日の時代において必要な「主体性とは何か」を問
いかけようとするからである。「主体性」というテーマのもとに授業の論理を問
いかけるための視点を示そうとした本書が、私たち教師の、そして子どもたち
の何を軸にして授業を進めるのかを考えるための一助になれば幸いである。

学校と授業が構成員にとって楽しく、やりがいのある活動で満たされるた
めには教室という狭い空間で営まれる授業よりも、教育を支える基盤や社会
的条件をこそ問うべきだという考えは当然である。本書はこうした授業実践
を支える土台については触れず、実践論の展開になっている。

ただ、私たちは、狭いミクロな空間の授業の一つひとつではあっても、そ
こに教師と子どもの生活があり、多様なモノ・コト・ヒトと出会い、マクロ
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な世界の探究に開かれた学びの場があると信じ、地域・文化・科学といった
広い世界を問い返す授業づくりを願ってきた。教師と子どもたちとで構成す
る授業という日常の中に私たちのこれからの未来の世界を展望するための手
かがりを見つけようとするからである。本書が「学びをつくる教師と子ども
の共同」を探究しようとしたのもそのためである。

本書は、三人の共著ではあるが、それまで交流のなかった成田と湯浅を結
びつけたのは廣瀬である。廣瀬の存在がなければ、本書にいたるまでの出会
いと交流はなかったであろう。それは偶然の出会いと結びつきではなく、三
人が、教授学という教育学の一研究分野の意義を大切にし、実践の事実に基
づいて授業という営みを探究する意義とおもしろさに魅かれたからである。

2002 年に私たちは本書の先駆けとなる企画（湯浅恭正・冨永光昭編『障
害児の教授学入門』コレール社）を手がけた。それから 13 年を経て、よう
やく「障害児の教授学、その入門から発展」を展望することができるように
なったように思う。そこには三人に加えて学会等で議論してきた多くのかた
がたの協力があった。厚くお礼申し上げる。

今日では、特別支援教育に名称は改められたが、障害のある子どもにとっ
ての授業づくりを探究することが、広く特別支援の対象にされている子ども
を含めた授業づくりの原則を考察することにつながるものと考える。

本書の後半で、三人がこれからの授業づくりの「展望」を示しているが、
その中で各人の研究と実践の来歴が触れられ、これからの課題が展望されて
いる。そこには、わが国の戦後教育における授業研究の位置をいくらか知っ
ている者から、これからのこの分野を担う世代へのメッセージの意味が込め
られている。次世代のかたがたが本書を批判的に読みひらき、本書の問いか
けを更に発展させて、21 世紀の中盤から後半にかけて問うべき課題を発見
していただければ望外の喜びである。こうした世代を超えた共同のために、
本書が広く活用されることを期待している。

2015 年 10 月 湯浅恭正



教師と子どもの共同による学びの創造
── 特別支援教育の授業づくりと主体性 ──
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